













































































かけ算 (1)では， 5, 2, 3, 4の段の九九の意
味や，どのように作っていくかをしっかり考えられる










2. 2. 2. 九九の答えの短冊
子ども一人一人が，それぞれの段の九九を学習する
ごとに九九の答えの短冊 （図3) を作る。この短冊を
































3. 1. 「かけ算 (2)」(1/12)の実践より
3. 1. 1. 授業の概略





































ゆうし ：だったら， 3の段の答えと 3の段の答
えをたしてもできるよ。











































後の7, 8, 9, 1の段の九九作りを自分なりのやり
方で作ることができた。
子ども達が，既習を生かしたり ，友達の考えを用い
たりしていること，また，自分の考えを相手に伝える
ための表現様式や話し方（ 「ここまでわかる ？」など）
が学びを支え，思考を深めることにつながった。
また、学びの広がりと深まりのためには、共有する
ための教師の支援や教具の活用がとても有効だといえ
る。
既習内容を生かしながら， 主体的に課頓に取り組み
考える力を育む単元構想の工夫が重要であることがわ
かった。
今後の課題は，一人一人が本当に「わかった」と実
感し，活用できる学びにつながるようにすることであ
る。
けんじの実感した学びのように知識が明確に自分の
中でつながりあって自己の変容を感じられるような授
業づくりを考えていきたい。
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